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四
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
（
旧
暦
の
三
月
十
四
へ
わ
五

日
）
、
宗
像
大
社
沖
津
宮
・
中
津
宮
両
宮
の
春
季
大
祭
が
、
筑
前

大
島
の
中
津
宮
で
斎
行
さ
れ
た
。

大
祭
の
諸
準
備
に
は
、
数
日
前
よ
り
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
（
古

賀
理
会
長
）
、
同
敬
神
婦
人
部
（
河
辺
恒
子
部
長
）
、
並
び
に
同
翼

賛
会
（
福
崎
延
男
会
長
）
に
御
奉
仕
頂
き
、
各
祭
場
の
清
掃
、
社

殿
の
装
飾
等
装
い
も
整
え
ら
れ
た
。

四
月
十
九
日
午
後
三

時
よ
り
中
津
宮
地
主
祭

を
斎
行
、
同
五
時
島
の

北
側
に
あ
る
沖
津
宮
遥

拝
所
、
中
津
宮
で
宵
宮

祭
が
各
々
斎
行
さ
れ

子
た
。
終
了
後
、
社
務
所
で

様の
大
祭
の
最
終
確
認
を
兼

祭[
ね
一
同
で
直
会
を
行

宮
ぃ
、
無
事
の
斎
行
を
祈

春
＇

津一
中
っ
た
。

ので
翌
二
十
日
大
祭
当
日

島
ー大

』
は
、
春
麗
ら
か
な
天
候

宮
両

前
大
島
で

宗

6月祭事暦

□
□

[
]
言

社
で
も
皐
月
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
既
報
の
通

り
。
こ
の
日
が
「
端
午
の
節
句
」
と
認
識
し
て
い

る
若
者
が
果
た
し
て
ど
れ
位
だ
ろ
う
か
。
「
七

じ
ん
じ
つ
じ
ょ
う
し
ち
ょ
う
よ
う

タ
」
は
別
に
し
て
も
「
人
日
・
上
巳
・
重
陽
」
な

ど
の
節
句
に
至
っ
て
は
戦
後
生
ま
れ
の
世
代

で
は
あ
ま
り
耳
に
し
た
こ
と
が
無
い
の
で

は
？
・
▼
節
句
と
は
、
「
年
中
行
事
を
行
う
日
の

う
ち
、
特
に
重
要
な
日
。
本
来
は
節
日
の
供
物
、

節
供
を
意
味
し
た
が
、
後
に
節
日
そ
の
も
の
を

さ
す
よ
う
に
な
っ
た
」
と
辞
書
に
あ
る
。
風
土

に
合
わ
せ
季
節
の
節
目
こ
と
に
、
神
へ
の
感
謝

と
地
域
の
結
束
を
図
り
行
事
を
行
う
。
そ
れ
が

祭
事
で
あ
り
、
祭
政
一
致
を
原
則
と
す
る
民
族

の
歴
史
で
も
あ
る
▼
と
こ
ろ
が
昨
今
「
祭
事
」

が
「
催
事
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
て
な
ら

な
い
。
「
祭
事
」
に
は
当
然
「
神
」
が
存
在
す
る
。

し
か
し
「
催
事
」
は
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

地
域
文
化
の
発
信
、
あ
る
い
は
地
域
興
し
の
手

段
と
し
て
、
「O
O
ま
つ
り
」
と
称
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
催
さ
れ
て
い

る
。
地
方
の
時
代
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

今
日
、
そ
れ
ら
の
「
催
事
」
は
有
効
な
手
段
で
あ

り
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
▼
日
本
人
は

「
ま
つ
り
好
き
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
国
民
も
そ

う
自
覚
し
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
る
。
で
あ
る

か
ら
こ
そ
「
ま
つ
り
」
即
ち
「
祭
」
の
語
源
が
「
手

に
犠
牲
の
肉
を
捧
げ
、
神
前
に
供
え
る
」
で
あ

り
、
「
祭1
1

神
」
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

(
M
.
T
)

つきなみ
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に
恵
ま
れ
、
奉
仕
員
、
参
列
者
一
同

各
祭
場
に
別
れ
、
午
前
八
時
半
よ

り
宮
崎
区
の
厳
島
神
社
で
、
同
九

時
か
ら
は
沖
津
宮
遥
拝
所
、
同
九

時
半
よ
り
大
島
最
高
峰
の
御
嶽
山

に
鎮
座
す
る
御
嶽
神
社
で
そ
れ
ぞ

れ
春
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
は
、
島
内
外

よ
り
多
数
の
参
列
者
が
続
々
と
参

集
す
る
中
、
中
津
宮
春
季
大
祭
を

斎
行
、
神
餓
と
共
に
島
民
の
真
心

か
ら
な
る
海
川
山
野
の
献
品
・
献

魚
が
供
え
ら
れ
た
神
前
で
、
神
島

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
。
続
い
て
島

民
を
代
表
し
氏
子
奉
幣
使
田
志
日

佐
志
氏
が
奉
幣
詞
を
奏
上
さ
れ

：
た
。
巫
女
に
よ
る
「
浦
安
舞
」
が
優

]
雅
に
奏
さ
れ
た
後
、
宮
司
以
下
各

―
界
各
層
の
代
表
者
が
玉
串
を
奉

り
、
祭
典
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

祭
典
後
に
は
昨
年
度
の
献
品
・
献

魚
奉
納
者
に
感
謝
状
が
宮
司
よ
り

贈
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
照
会
殿
に
て
の
直
会
と

な
り
、
ま
ず
当
社
宮
司
よ
り
挨
拶

ー
を
行
い
、
次
に
本
年
四
月
に
島
内

に
て
連
行
が
始
ま
っ
た
み
な
と
タ

ク
シ
ー
闊
古
野
浩
代
表
取
締
役
社

長
よ
り
来
賓
挨
拶
を
賜
っ
た
後
、

『
氏
子
奉
幣
使
田
志
日
佐
志
氏
の
発

声
で
乾
杯
、
一
同
玄
海
の
海
の
幸

に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
賑
や
か
な

一
時
を
過
こ
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
は
、
神

賑
行
事
と
し
て
島
内
小
学
生
に
よ

る
奉
納
相
撲
大
会
が
、
本
殿
横
の

土
俵
で
開
催
さ
れ
、
境
内
に
は
大

き
な
歓
声
が
響
き
、
一
層
の
賑
わ

一
い
を
見
せ
て
い
た
。

大
島
で
の
春
秋
大
祭
を
は
じ
め

各
祭
典
、
諸
行
事
は
全
島
挙
げ
て

．
行
わ
れ
て
い
る
。
活
気
に
溢
れ
る

：
中
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
る

．
沖
・
中
両
宮
春
季
大
祭
は
盛
大
裡

一
に
終
了
し
た
。

i
ま
た
沖
・
中
両
宮
春
季
大
祭
に
際

一
し
ま
し
て
、
御
協
賛
賜
り
ま
し
た
皆

．
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-
r
-

ご

一
i

-

子
青
年
会

中
ノ
‘
、
‘
、

五
月
二
十
一
日
、
「
宗
像
大
社
氏
一
日
沖
ノ
島
に
向
か
っ
た
。

子
青
年
会
（
会
長
1
1

小
林
栄
二
）
」
i
前
日
の
余
波
で
ま
だ
波
が
高
い

及
び
、
地
域
ま
ち
お
こ
し
ボ
ラ
ン
―T
[

状
態
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
無
事
に

ィ
ア
団
体
「
玄
海
未
来
塾
（
代
表
1
1

：
沖
ノ
島
に
到
着
。
一
同
直
ち
に
海

小
林
正
勝
氏
）
」
の
会
員
、
塾
生
三
水
で
楔
を
行
い
、
島
の
中
腹
に
鎮
座

十
四
名
が
参
加
し
、
沖
ノ
島
の
清
さ
れ
る
沖
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

掃
奉
仕
が
行
わ
れ
た
。
沖
津
宮
本
殿
で
奉
告
祭
を
斎
行

こ
の
行
事
は
、
年
に
一
度
約
二
三
し
、
清
掃
作
業
を
開
始
。
本
殿
の
屋

0
名
の
一
般
参
拝
者
を
受
け
入
れ
．
根
に
積
も
っ
た
枯
葉
を
落
と
し
た

る
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
を
迎
え
る
り
、
参
道
の
整
備
、
社
務
所
前
の
上

に
あ
た
り
、
毎
年
実
施
さ
れ
本
年
陸
心
得
標
示
板
修
復
な
ど
、
平
素

で
九
回
目
と
な
る
。
．
勤
務
し
て
い
る
一
名
の
神
職
で
は

今
年
は
前
日
の
十
九
日
が
当
初
]
困
難
な
作
業
を
約
二
時
間
行
っ
た
。

の
予
定
日
で
あ
っ
た
が
、
海
上
時
化
~
奉
仕
作
業
後
、
一
行
は
波
止
場

の
た
め
に
一
日
順
延
さ
れ
、
翌
二
十
一
で
直
会
を
行
い
賑
や
か
に
労
っ
た
。

帰
路
は
波
も
穏
や
か
に
な
り
、

出
港
後
に
は
島
を
一
周
、
沖
ノ
島

の
幽
玄
な
景
観
を
拝
し
た
後
、
一

玄
界
灘
を
進
み
、
夕
刻
に
は
無

神
鐘
崎
港
に
到
着
、
本
年
の
奉

•) 
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＞
る
ご
讐
馨
疇
敬
者
多
数
が
参
列
し
た
。
そ
の
様
子
は
秋
の
「
放
生
会
」
に
対
し
、
十
二
体
の
神
簾
が
刺
し
立
て

[
：
五
月
・
浜
宮
祭
斎
行
ぺ
忍
祭
典
終
了
後
、
同
所
に
て
直
会
し
「
五
月
会
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
賑
ら
れ
た
こ
と
、
一
五

0
人
の
参
列

良
霞
曇
二
｀
隻
口
が
催
さ
れ
、
神
島
宮
司
よ
り
五
わ
い
を
み
せ
て
い
た
こ
と
等
が
記
が
あ
っ
た
こ
と
、
浜
宮
祭
終
了
後
、

新
緑
の
五
月
五
日
こ
ど
も
の
一
時
刻
直
前
、
生
憎
の
雨
模
様
と
な
月
・
浜
宮
祭
の
由
緒
を
交
え
た
挨
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
浜
宮
・
五
月
み
あ
れ
祭
の
御
座
船
と
同
じ
く
紅

日
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
当
大
り
急
速
五
月
寮
で
の
同
時
祭
典
拶
が
あ
り
、
参
列
者
一
同
連
綿
と
宮
い
ず
れ
も
、
当
時
「
濱
殿
」
が
置
白
の
「
吹
き
流
し
」
を
靡
か
せ
、
五

社
五
月
寮
で
斎
行
さ
れ
た
。
（
遥
拝
）
と
な
っ
た
。
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
か
れ
た
地
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
月
宮
ま
で
陸
上
神
幸
し
た
こ
と

本
来
な
ら
ば
宗
像
市
神
湊
の
住
五
月
寮
の
一
室
に
祭
壇
を
弁
つ
つ
菖
蒲
酒
で
乾
杯
。
楢
の
若
葉
中
世
に
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
祭
等
、
当
時
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て

宅
街
に
鎮
座
す
る
浜
宮
と
同
市
江
備
、
御
神
前
に
海
川
山
野
の
味
物
が
敷
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
赤
事
も
、
宗
像
大
宮
司
家
の
断
絶
等
い
る
。

口
に
鎮
座
す
る
五
月
宮
の
神
前
で
に
加
え
「
赤
飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉
飯
、
が
め
煮
．
腑
．
粽
を
古
式
ゆ
か
に
よ
り
江
戸
期
に
中
絶
さ
れ
た
稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神
事
で

執
り
行
わ
れ
る
が
、
浜
宮
祭
斎
行
鰻
頭
」
「
菖
蒲
酒
」
な
ど
端
午
の
節
し
く
栗
箸
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
が
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
五
日
、
三
も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終

旬
を
象
徴
す
神
人
和
楽
の
一
刻
を
過
こ
し
た
。

0
0
年
振
り
に
再
興
さ
れ
今
日
に
わ
る
と
、
神
群
宗
像
で
は
田
植
え

る
神
餓
を
お
今
か
ら
約
六

0
0
年
前
の
当
大
至
る
。
社
報
「
宗
像
」
二
十
九
号
（
昭
の
準
備
が
始
ま
り
、
一
面
の
水
田

供
え
し
、
午
前
社
の
祭
事
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
和
三
十
八
年
六
月
一
日
発
行
）
に
、
に
早
苗
が
影
を
浮
か
べ
な
が
ら
夏

十
一
時
よ
り
五
月
・
浜
宮
祭
に
つ
い
て
、
海
上
に
宗
像
郡
内
の
神
職
・
総
代
が
奉
仕
へ
と
木
々
も
緑
を
深
め
て
い
く
。

神
島
宮
司
以
[
紅
殿
を
設
け
る
浮
殿
造
り

下
神
職
四
名
の
「
濱
殿
」
と
い
う
御
旅
所

奉
仕
の
も
と
．
が
江
口
浜
（
河
口
）
に
設
け

祭
典
を
斎
行
。
．
ら
れ
、
五
月
五
日
こ
の
濱

当
大
社
責
殿
へ
田
島
宮
（
現

1
1

辺
津

任
役
員
清
水
一
宮
）
か
ら
、
三
宮
（
沖
・
中
・

正
敏
氏
、
松
井
｝
辺
津
宮
）
と
許
斐
宮
（
宗
像

参
伍
氏
、
安
部
二
巾
王
丸
）
、
織
織
宮
（
宗
像

照
生
氏
子
会
市
鐘
崎
）
宗
像
五
社
の
神

長
、
地
元
総
代
輿
が
御
神
幸
し
た
こ
と
。

を
は
じ
め
神
：
ま
た
本
来
の
早
苗
月
の
信

湊
・
江
口
両
地
·
仰
に
外
来
の
節
旬
が
相
重

区
の
各
自
治
：
な
り
、
中
世
に
お
け
る
そ

会
長
、
園
田
勲
の
祭
事
で
は
田
植
神
事
・

玄
海
少
年
自
一
田
楽
に
加
え
、
京
風
の
競

然
の
家
所
長
]
馬
・
流
鏑
馬
・
真
弓
（
歩
射
）

外
地
元
の
崇
·
等
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、



第568号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成20年6月 1 日日曜日判·

靡開当合胃贋い胃貫讐
内二日名さ社本月姿畜1←
§哀ぱ篇九塁塁二胄渕選を今神本金、土 ＼萎旦譴：
定含春前年受平日が·沙／
さむ入に度給皮昭弟十ぐ
れぶ学集の生ー和四年
た腐しつ受奉十祭

いい靡靡盟贔＋度
約津受 約が宗わ盗宗
与 と材祭に集六生像
岱誓畠は盈胄王［と大
説後神る行後＂ljがなネ土

｀明は前よさ拝［保
贔誌犀塁繁閂皇蟄話｝そ闘品紅喜 9 号岱翡嵩怠闘届贔れ殿時護り、翌を
口儡i~~旦 9» 土；ぶ畠[ g塁悶： ；喜：図［ : ; ; : ：〗：臼；
掲 2 祠fこ境学らき作テ生れい受制の担代選宗、定 し為し昭も‘‘、口ゃ
載と学二内金第終文 l 徒たてけ定奨当表定像神書 むな奉和に生ー安：
すし金こを支ーえをマー。の取目学神に書大島授 こ人告祭参は終；
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-:···~:············································~.、~······~-----—一給各宗今合宗昭を和 る延生

＿9--== し校像リ翡像和奉三当予べ奉
；賃靡閾は直犀門占合塁七告
り、号市っ盆胃犀贔悶畠t七祭
今選内て学の第定今学ー：五
春定＋悶整中—さ上金 敦詈

［｀犀：；攣ス開嬰合；〗］と悶塁昭 貸員屠
`L---全三ニ二＝1 ―-------------------------------------

背 に二

負属の十
つ土 9ま名
有をそ；
為愛ベ
なし人
人蒋数
材来は
のの七
育日七
成本五
ーを人
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

る社よ二

゜会！篇
やの大
'-制社
な定奨
るの学
こ趣金
と旨受
をに給
切そ生
望つ規
すた約

—＝＝一·-—=二．ーニ．· •一～一―—. -_ • 

第49期新奨学生20名は下記の通り

田志麻美 （大島中卒）
船越千帆 ( ” ) 
北崎美理 （玄海中卒）
星 愛梨 ( // ) 
下薗優也 （日の里中卒）
井上優佳 ( // ) 
井上佑太 （宗像中央卒）
古賀絵里世 ( // ) 
池田恵利香 （城山中卒）
福原聖一朗 ( ” ) 
松田章吾 （河東中卒）
吉田瑞紀 ( ” ) 
中井 朗 （自由ヶ丘中卒）
廣橋貴明 ( // ) 
七田めぐ美 （津屋崎中卒）
古川璃奈 ( // ) 
山田健太 （福間中卒）
古場 茜 ( // ) 
井上 隼 （福間東中卒）
岡本玲子 ( // ) 
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：
す
る
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
重
i

立
博
物
館
沖
ノ
島
祭
祀
コ
要
な
目
的
は
展
示
品
が
辿
っ
て
き

S

第
六
期
展
示
た
文
化
交
流
の
道
す
じ
に
思
い
を

―
·
馳
せ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
~

九
州
国
立
博
物
館
（
以
下
、
九
家
に
よ
る
沖
ノ
島
で
の
宗
像
三
女
の
ミ
ュ
ア
、
装
飾
豊
か
な
須
恵
る
と
い
う
。
古
墳
時
代
、
我
国
と
東

博
）
の
常
設
展
示
に
あ
た
る
文
化
神
へ
の
奉
斎
に
つ
い
て
紹
介
し
て
器
な
、
合
計
六
十
九
点
（
ネ
ッ
ク
ア
ジ
ア
と
の
交
流
に
お
い
て
精
神

交
流
示
室
で
は
、
開
館
以
来
、
沖
·
い
る
。
去
る
四
月
二
十
一
日
、
展
示
i
レ
ス
の
玉
を
一
連
と
し
て
数
え
·
的
支
柱
と
な
っ
た
宗
像
三
女
神
と

ノ
島
祀
遺
跡
出
土
品
展
示
コ
ー
の
入
れ
替
え
作
業
が
行
わ
れ
新
た
た
数
）
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
韓
沖
ノ
島
、
そ
こ
に
着
眼
し
紹
介
す

ナ
ー
設
け
ら
れ
て
お
り
、
半
年
に
第
六
期
展
示
品
が
陳
列
さ
れ
国
竹
洞
祭
祀
遺
跡
出
土
品
と
併
る
企
画
は
九
博
が
追
求
す
る
展
示

こ
と
内
容
を
替
え
な
が
ら
、
国
：
た

0

:
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
~
の
意
義
を
深
め
る
も
の
で
あ
る
と
~

今
期
の
·
九
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
い
え
よ
う
。
第
五
期
展
示
か
ら
は
、

展
示
品
は
、
と
、

{
l
u交
流
展
示
室
は
同
館
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
沖
ノ

古
代
日
本
課
せ
れ
た
「
日
本
と
ア
ジ
ア
と
島
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
解
説
や
当

の
最
高
傑
の
文
交
流
史
の
展
示
」
を
展
開
期
の
展
示
目
録
を
表
し
た
リ
ー
フ

作
と
も
い
え
一
レ
ッ
ト
の
配
布
が
始
ま
っ
一

る
銅
鏡
、
神
―
た
。
今
後
、
展
示
替
え
の
度
一

祭
り
に
は
一
に
作
成
し
て
い
く
と
い
う
。
一

欠
か
せ
な
い
一
よ
り
多
く
の
方
々
に
興
味
一

鉄
製
の
刀
一
を
も
っ
て
頂
け
る
こ
と
と
な
一

や
翡
翠
の
一
る
だ
ろ
う
。
卜
）
i

冒
[
]
〖
]

廷
祭
祀
の
一

あ
り
方
を
一

物
語
る
鉄
iとう一

製
工
具
（
刀

子
・
斧
・
翌
）
．

■金銅製歩匹 I.J—
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f
聞
か
ず
。
ゆ
え
あ
る
べ
し
。
外
に
も
]
の
鎧
と
称
さ
れ
、
南
北
朝
時
代
の

三
一
領
あ
り
。
よ
き
甲
胄
な
り
、
太
刀
一
作
で
、
後
村
上
天
皇
か
ら
南
部
家

i
も
多
く
。
筋
り
も
念
の
入
り
し
招
一
七
代
信
光
が
拝
領
し
た
も
の
と
伝

；
え
な
り
。
宝
物
の
数
か
ず
あ
り
て
一
ぇ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
国
指
定
重

]
真
物
の
よ
き
も
の
ば
か
り
、
揃
い
i
要
文
化
財
の
紫
糸
威
鎧
も
あ
る
。

一
し
所
は
、
江
戸
を
出
で
し
よ
り
当
．

東
北
の
旅
で
、
も
う
一
っ
印
象
び
、
荘
厳
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
で
、
延
亨
年
間
（
一
七
四
四
ー
四
七
）
八
幡
宮
の
宝
物
第
一
に
て
、
世
に

深
か
っ
た
の
は
、
八
戸
に
あ
る
櫛
る
。
に
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
て
い
も
め
ず
ら
し
き
物
を
一
見
せ
し
こ

(
7声

引
八
幡
宮
で
あ
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
誉
田
別
尊
・
旧
郷
社
。
る
。
三
間
社
流
造
の
本
殿
は
全
体
と
な
り
し
」
と
絶
讚
し
て
い
る
。
筍
〗

に
乗
っ
た
ら
、
運
転
手
が
「
是
非
」
一
社
伝
に
よ
る
と
、
中
世
以
降
こ
·
に
黒
漆
塗
り
で
均
整
も
よ
く
、
破
•
印
知
町
し
配

mい
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
后

}
5、

と
勧
め
る
。
の
地
方
を
支
配
し
た
南
部
氏
の
遠
風
の
傾
斜
は
美
し
い
曲
線
を
な
し
の
作
、
長
慶
天
皇
御
料
と
伝
え
ら
心
い
ぷ
パ

市
内
の
西
南
方
に
あ
り
広
大
な
祖
、
加
賀
美
次
郎
遠
光
が
、
仁
安
元
各
所
の
彫
刻
も
す
ぐ
れ
た
手
法
が
れ
る
。
「
ほ
と
ん
ど
あ
ま
す
と
こ
ろ

社
域
に
は
、
杉
の
老
木
が
立
ち
並
年
（
一
―
六
六
）
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
見
ら
れ
る
。
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
、
な
く
装
飾
さ
れ
た
菊
離
金
物
の
意

唸
し
り

.. 
Lし
「
』
＇

.. 
bi
，
一
巨
摩
郡
南
部
の
庄
に
創
·
南
大
門
は
四
脚
門
切
妻
屋
根
で
あ
匠
は
精
緻
を
き
わ

~
·
ゞ

r
—
建
し
た
。
そ
の
後
、
源
頼
一
る
。
一
め
、
技
法
も
ま
た
峻

[
汀
汀
：
宝
目
い
。
日
い
。
（
三
且

部
五
郡
を
送
ら
れ
た
南
●
七
八
八
）
当
社
を
詣
で
た
古
川
古
]
術
の
特
色
を
最
も
よ

一
部
光
行
が
建
久
二
年
：
松
軒
は
東
遊
雑
記
の
中
で
、
「
こ
の
：
く
発
揮
せ
る
も
の
と

(
-
―
九
一
）
い
ま
の
十
一
社
に
宝
物
数
多
に
て
、
右
の
う
ち
―
い
っ
て
よ
い
。
春
日
大

和
田
市
滝
沢
に
勧
請
に
新
羅
三
郎
義
光
公
の
甲
胄
あ
社
の
竹
に
雀
虎
金
物

lし
、
さ
ら
に
貞
応
元
年
り
。
惣
金
の
銅
物
に
て
、
あ
た
り
も
の
「
金
糸
威
鎧
」
と
共

(
―
ニ
ニ
ニ
）
櫛
引
村
に
一
岬
く
ば
か
り
な
り
。
な
か
な
か
当
i
に
、
装
飾
金
物

移
さ
れ
て
、
櫛
引
八
幡
；
世
に
て
は
、
黄
金
を
か
く
の
こ
と
一
の
豪
華
な
点

宮
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
；
く
入
れ
て
製
す
べ
き
こ
と
に
は
あ
．
に
お
い
て
現

な
っ
た
と
い
う
（
日
本
の
．
ら
ず
。
古
は
よ
く
よ
く
黄
金
の
た
存
甲
胄
の
双

神
々
・
東
北
）
。
く
さ
ん
な
る
こ
と
に
し
て
、
か
か
―
璧
で
あ
る
」

境
内
に
は
拝
殿
•
本
る
甲
胄
を
製
せ
し
こ
と
な
ら
ん
~
（
原
色
日
本
の

殿
・
南
大
門
等
九
殿
が
i
と
、
人
び
と
目
を
驚
か
せ
し
こ
と
：
美
術
）

あ
る
。
本
殿
は
慶
安
元
丁
な
り
（
中
略
）
噺
し
伝
え
に
も
か
く
一
白
糸
威
鎧

年
（
一
六
四
八
）
の
造
営
i
黄
金
の
み
製
せ
し
甲
胄
あ
る
こ
と
：
は
卯
の
花
威

（続）

公
＃

ハ
｀
·
ー
、

嶋
一
畠

226 

い
し
い
た
だ
し
―
-
[

i
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Jl 

第
庄
ハ
1
1!el 

駐
贄
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
邸
日
メ
切
dg

宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子
i

参
道
に
集
び
て
く
れ
し
人
々
の
笑
顔
に
向
き
て
古
希
の
餅
ま
く

回
房
風
習
だ
ろ
う
か
、
ほ
の
ぼ
の
感
の
漂
う
一
首
。
作
者
に
は
ま
だ
未
来
が
あ
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

苦
瓜
の
苦
味
き
り
っ
と
喉
元
を
さ
し
ゐ
て
今
朝
の
青
き
感
触

ロ
曰
』
[
t
B

[
O「
」
』
」
]
口
彗
l
J
只
丘
疇
鱈
現
す
る

宗
像
市
田
久
井
上
光

傘
寿
過
ぎ
し
い
の
ち
尊
び
生
き
抜
か
む
三
年
日
記
買
び
き
て
書
き
継
ぐ

回
杉
田
さ
ん
よ
り
十
歳
年
長
者
の
生
き
る
上
で
の
覚
悟
。
「
書
き
継
ぐ
」
が
い
い
。

福
津
市
中
央
中
村
勇

朝
刊
の
短
歌
、
俳
句
を
読
み
終
り
老
人
ホ
ー
ム
の
朝
食
に
行
く

回
望
さ
ん
よ
り
更
に
一
廻
り
年
上
の
中
村
さ
ん
の
在
る
が
ま
ま
の
姿
で
あ
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

玄
関
に
置
き
し
黄
色
の
蘭
の
花
は
や
株
元
に
若
芽
を
抱
く

回
こ
こ
に
は
蘭
の
退
し
い
生
命
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
作
者
が
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

散
る
花
も
贅
も
あ
り
て
公
園
は
年
に
一
度
の
は
な
や
か
さ
に
あ
る

回
花
は
桜
で
あ
る
。
桜
へ
の
讃
歌
で
あ
り
、
己
へ
の
生
命
の
投
影
で
も
あ
る
。

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

青
空
と
満
開
の
花
調
和
良
く
風
に
散
り
初
め
川
面
を
彩
る

回
こ
れ
も
桜
へ
の
よ
ろ
こ
び
の
う
た
。
桜
は
正
に
花
の
王
で
あ
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

須
央
の
間
の
昂
り
の
あ
と
を
水
の
面
に
残
し
て
鯉
ら
身
を
沈
め
ゆ
く

回
扉
期
の
鯉
の
う
こ
き
を
う
ま
く
描
写
し
て
い
る
。
上
句
の
「
の
」
の
つ
な
げ
方
が
い
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

囀
り
の
昂
る
刻
を
公
園
に
飼
犬
連
れ
て
体
操
に
行
く

回
こ
の
一
首
に
は
繁
殖
期
の
小
鳥
達
を
添
景
と
し
て
作
者
の
日
常
の
一
鵬
が
詠
れ
て
い
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

八
十
を
超
え
し
娼
が
百
歳
の
母
と
連
れ
立
ち
桜
見
る
と
ぞ

回
塁
と
桜
、
日
本
な
ら
で
は
の
風
景
で
あ
り
、
そ
れ
に
感
動
し
て
い
る
野
問
さ
ん
で
あ
る
。

う
き
は
市
浮
羽
向
則
正

期
待
し
て
幼
と
来
た
り
し
動
物
園
パ
ン
ダ
は
い
つ
ま
で
も
背
を
む
け
し
ま
ま

口
パ
疇
ン
，
口
瓢
昌
[
[
鱈
閂
』
汀
賛
パ
ン

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

病
室
を
そ
っ
と
抜
け
出
し
自
販
機
で
コ
ー
ヒ
ー
求
め
朝
の
一
杯

ロ
げ
‘
「
一
賛
昌
尉
応
汀
噂
る
叶
汀

0か
流
行
し

福
岡
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

補
修
工
事
済
み
た
る
池
に
鴨
ら
戻
り
お
の
お
の
静
か
に
波
紋
を
作
る

回
―
＿
句
以
下
「
鴨
た
ち
は
戻
り
お
の
お
の
波
紋
を
作
る
j
と
し
て
、
「
静
か
」
を
省
き
た
い
と
思
う
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

行
き
が
け
に
話
の
は
ず
む
主
婦
ら
見
て
帰
り
に
通
れ
ば
ま
だ
話
し
お
り

ロ
彗
鱈
丘
麟
：
”
汀
鱈
霜
い
コ
ロ
』
『
コ
冒

北
九
州
市
戸
畑
田
中
ハ
ッ
セ

結
納
の
孫
を
祝
ぴ
て
え
び
ね
蘭
五
本
伸
び
立
ち
綻
び
初
め
ぬ

回
「
祝
ひ
て
」
と
断
定
せ
ず
に
「
祝
ふ
や
」
と
し
た
方
が
、
余
情
が
出
る
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

志
望
校
目
指
し
た
る
子
は
合
格
し
花
咲
く
校
門
く
ぐ
り
て
行
け
り

ロ
汀
｀
紅
叶
賢
言
只
燻
言
口
汀

□万
心
な

9

青
海
島
通
港

解
体
場
跡
を
見
下
ろ
す
島
の
寺
賽
銭
箱
に
鯨
を
刻
む

鯨
墓
詣
で
き
て
見
る
鯨
館
と
ど
め
刺
す
絵
図
、
道
具
を
展
示
す

せ
み

鈷
あ
ま
た
刺
さ
り
し
勢
美
鯨
が
か
ら
ま
り
し
網
の
な
か
に
て
血
を
吹
く
処

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

日
章
旗
は
た
め
く
学
校
花
の
日
々

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

葉
桜
に
何
や
ら
淋
し
胸
の
内

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

一
卜
雨
や
桜
落
着
く
色
と
な
り

膿
」
[
只□直
[

っ
て
き
ま
し
た
。
基
本
的
に
島
で
は
た
っ

た
一
人
の
時
が
多
い
の
で
す
が
、
季
節
や

時
期
に
よ
っ
て
は
大
島
・
鐘
崎
の
漁
師
さ

ん
を
中
心
に
、
J
込
ま
た
は
二
人
で
船
に

た
て
あ
み
え
な

乗
り
、
建
網
や
延
縄
漁
を
行
な
う
船
が
停

泊
し
ま
す
▼
さ
ら
に
今
回
は
数
隻
で
巻

網
漁
を
行
な
う
船
も
、
叢
も
多
く
の
船
員

ほ
ん
せ
ん

が
乗
る
「
本
船
」
と
呼
ば
れ
る
船
が
何
隻

も
入
港
し
て
き
ま
し
た
。
原
油
高
に
よ
る

移
動
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
で
す
▼
島

に
入
港
し
た
船
は
必
ず
「
拝
ん
ど
っ
て
ー
」

と
献
魚
を
し
、
時
に
は
船
に
呼
ば
れ
て
タ

食
を
共
に
し
ま
す
。
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
、

漁
の
話
で
す
が
漁
師
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
貴
重
な
ひ
と
時
と

な
っ
て
い
ま
す
▼
海
洋
資
源
の
減
少
、
海

水
温
上
昇
に
よ
る
影
響
、
そ
し
て
原
油
高

と
漁
師
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
、
漁
師
を
継
が
せ
な
い
、

継
が
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
と
』
沐
刻
な

よ
う
で
す
▼
漁
師
さ
ん
が
「
田
島
」
と
呼

i
い
こ
こ
辺
津
宮
は
、
こ
こ
一0
0
年
で

「
車
祓
」
の
神
社
と
し
て
躍
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
宗
像
三
宮
は
古
代
か
ら
こ
の
海

の
民
と
も
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
大
切

な
こ
と
は
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
で
す
が
、

海
神
と
海
人
の
歩
み
に
も
「
今
」
と
「
こ
れ

か
ら
」
が
あ
る
こ
と
を
、
見
つ
め
直
さ
せ

る
今
回
の
勤
務
で
し
た
。

(
M
.
0
)
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